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Tamaki
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T a m a k i  T o p i c s

ク
ラ
ス
の
応
援
を
背
に
タ
ス
キ
つ
な
ぐ

玉
城
中
学
校
駅
伝
大
会

キ
ン
ボ
ー
ル
全
国
大
会
で
Ｖ
２
達
成
！

玉
城
中
学
校
の
冬
の
伝
統
行

事
、
駅
伝
と
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
12

月
18
日
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
、
生
徒
が
ク
ラ
ス
の
応
援

を
背
に
疾
走
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
、
最
近
の
町
内

交
通
量
の
増
大
や
安
全
面
を
考
慮

し
、
こ
れ
ま
で
の
町
内
全
域
を
周

回
す
る
コ
ー
ス
か
ら
、
走
者
の
一

人
当
た
り
の
区
間
を
２
km
、
３
km

な
ど
に
分
け
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
地
点
と
し

農
道
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
に
変
更

し
競
い
合
い
ま
し
た
。

代
表
に
選
ば
れ
た
生
徒
は
、
ほ

か
の
ク
ラ
ス
の
選
手
に
抜
か
れ
ま

い
と
額
に
汗
を
光
ら
せ
、
男
子
は

合
計
18
km
、
女
子
は
14
km
を
そ
れ

ぞ
れ
ク
ラ
ス
別
に
８
区
間
走
り
ま

し
た
。

ま
た
、
代
表
の
選
手
以
外
の
生

徒
は
、
引
き
続
き
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
出
場
し
２
km
で
競
い
合
い
ま
し

た
。

【
結
果
】

●
駅
伝

男
子
総
合
　
　
　
１
位
…
２
Ｂ

２
位
…
３
Ｅ
　
３
位
…
３
Ｄ

女
子
総
合
　
　
　
１
位
…
２
Ａ

２
位
…
２
Ｃ
　
３
位
…
２
Ｄ

優勝した見置さん（後方中央）と吉村さん（前列左）

昨
年
の
11
月
23
、
24
日
、
キ
ン

ボ
ー
ル
の
日
本
一
を
決
め
る
第
４

回
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
が
東
京
の

港
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
全
国
か
ら
90
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
最
高
レ
ベ
ル

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
に
、
当
町

の
見
置
義
秋
さ
ん
（
勝
田
）、
吉

村
き
ぬ
子
さ
ん
（
原
）
が
出
場
。

全
国
の
若
人
20
チ
ー
ム
が
対
戦
し
、

み
ご
と
最
高
年
齢
の
見
置
さ
ん
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

試
合
は
、
予
選
か
ら
順
調
に
決

勝
戦
に
進
み
、
相
手
は
石
川
県
の

金
城
大
学
と
、
く
し
く
も
三
重
阿

児
町
の
青
年
ク
ラ
ブ
。
こ
の
な
か

で
延
長
戦
の
末
、
気
力
奮
起
し
優

勝
し
ま
し
た
。

今
回
で
、
２
回
目
の
全
国
制

覇
。
改
め
て
全
国
に
そ
の
実
力
を

示
し
ま
し
た
。
中
高
年
の
頑
張
り

に
、
会
場
か
ら
は
感
動
の
拍
手
が

贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
玉
城
キ
ン
ボ
ー
ル
練
習
日
】

場
所
…
町
体
育
セ
ン
タ
ー

（
中
央
公
民
館
横
）

日
時
…
第
２
・
４
金
曜
日

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

練
習
へ
の
参
加
な
ど
、
詳
し
く
は
、

町
教
育
委
員
会
　
1（
５
８
）８
２

１
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



初
春
に
心
ひ
き
し
め
消
防
出
初
式

●
三
重
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
精
勤
章
】

近
藤
幸
宣

【
表
彰
徽
章
】

竹
郷
哲
也
　
　
増
田
敏
宏

山
路
元
昭

●
三
重
県
消
防
協
会
南
勢
支
会
長

表
彰

【
永
年
勤
続
優
良
章
】

中
村
元
紀

【
優
良
章
】

西
野
千
鶴
　
　
見
並
悦
雄

岡
山
幸
重
　
　
玉
谷
喜
津
雄

松
田
和
彦
　
　
奥
野
能
英

野
口
耕
一
　
　
沖
塚
憲
一

稲
葉
　
元
　
　
中
西
　
潤

山
川
真
知
子
　
岡
山
治
未

中
野
雄
広

●
町
長
表
彰

右
優
良
章
に
同
じ

（
敬
称
略
）

平
成
16
年
玉
城
町
消
防
出
初
式

が
１
月
３
日
、
お
城
広
場
で
行
わ

れ
、
中
瀬
町
長
は
じ
め
多
数
の
来

賓
を
前
に
、
西
岡
武
生
団
長
の
も

と
志
気
を
高
め
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
11
日
に
は
当
町
の

お
城
広
場
で
度
会
郡
５
カ
町
村

（
玉
城
町
、
度
会
町
、
御
薗
村
、

二
見
町
、
小
俣
町
）
連
合
消
防
出

初
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
出
初
式
で
次
の
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

保
育
所
の
行
事
と
活
動

12
月
19
日
、
全
園
児
が
遊
戯
室

に
集
ま
り
、
き
ね
や
う
す
を
使
っ

た
昔
な
が
ら
の
も
ち
つ
き
を
行
い

ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
餅
を
つ
く
の
に
合
わ
せ
「
よ

い
し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！
」
と
か
け

声
を
か
け
て
、
も
ち
が
で
き
て
い

く
様
子
を
見
ま
し
た
。

ま
た
、
つ
き
上
が
っ
た
も
ち
を

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
次
々
と

丸
め
る
手
際
の
よ
さ
に
「
す
ご
〜

い
」
と
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

鏡
も
ち
を
作
っ
た
り
柔
ら
か
い

つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
味
わ
っ
た

り
皆
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た

伝
統
的
な
日

本
文
化
を
い

つ
ま
で
も
守

っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

も
ち
つ
き

ペ
ッ
タ
ン
コ

田
丸
保
育
所

保
育
所
で
行
わ
れ
た
楽
し
い
行
事
や
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12
月
16
日
、
介
護
老
人
福
祉
施

設
「
は
な
の
そ
の
」（
宮
古
）
に
、

４
歳
児
が
訪
問
し
ま
し
た
。

入
所
の
お
年
寄
り
が
子
ど
も
た

ち
を
迎
え
て
く
れ
、『
ね
ず
み
の
す

も
う
』
を
演
じ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
一
つ
ひ
と
つ
の
動
作
に
た

く
さ
ん
拍
手
を
頂
き
、
と
て
も
嬉

し
そ
う
で
し
た
。

こ
の
後
も
歌
を
歌
っ
た
り
触
れ

合
い
遊
び
で
握
手
や
肩
た
た
き
を

し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

「
は
な
の
そ
の
」
訪
問

下
外
城
田
保
育
所

2
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機械器具点検にのぞむ団員

●京セラミタ株式会社 玉城工場様から3万円
●京セラ株式会社 労働組合 玉城部会様から1万5千円
●京セラミタ株式会社 労働組合 玉城支部様から5,000円
●京セラミタ株式会社様から46万9,124円
それぞれ町福祉事業にとお寄せいただきました。
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平
成
14
年
度
玉
城
町

▼
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

右
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
5
・

6
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

委
員
３
人
の
任
期
が
、
平
成
15
年
12
月
21
日
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
引
き
続
き
選
任
し
同
意
さ
れ
た
も
の
で
す
。

委
員
は
、
奥
田
進
一（
長
更
）、
下
村
久（
勝
田
町
）、
谷
野
信
義

（
岩
出
）、
以
上
3
氏

▼
平
成
15
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

今
回
の
補
正
の
お
も
な
も
の
は
、
歳
出
に
お
い
て
、
職
員
の
給

与
費
の
改
定
に
よ
る
減
額
を
行
っ
た
も
の
を
は
じ
め
、
各
事
業
の

年
度
内
見
込
み
に
よ
る
増
減
、
診
療
報
酬
改
定
に
伴
い
減
収
が
見

込
ま
れ
る
た
め
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
の
増
額
、
事
業
等
の
精
査

に
伴
う
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
の
減
額
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
歳
入
面
で
は
、
町
税
に
お
い
て
、
個
人
、
法

人
の
順
調
な
見
込
み
、
法
改
正
に
伴
う
た
ば
こ
税
の
増
額
な
ど
５

２
８
４
万
６
０
０
０
円
の
増
額
。
負
担
金
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
事

業
（
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
）
負
担
金
な
ど
を
新
規
計
上

し
１
４
９
６
万
円
の
増
額
。
地
方
債
に
お
い
て
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
１
億
80
万
円
の
増
額
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
億
９
０
４
３
万
１
０
０

０
円
を
追
加
し
、
総
額
47
億
４
０
１
０
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
15
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

年
度
当
初
か
ら
の
動
向
を
踏
ま
え
、
お
も
に
保
険
給
付
費
の
増

額
を
行
い
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
１
７
４
万
円
を
増
額
し
、
総

額
９
億
９
２
９
３
万
９
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
15
年
度
玉
城
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

診
療
報
酬
等
の
改
定
に
よ
る
影
響
や
、
患
者
数
の
減
少
等
に
よ

り
、
医
業
収
益
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
収
支
不
足
を
補
い
、

収
益
的
収
支
の
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
に
９
０
４
万
２
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
５
億
６
３
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
15
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

収
益
的
収
支
の
収
入
で
給
水
収
益
増
な
ど
６
１
５
万
５
０
０
０
円

を
増
額
し
３
億
３
８
５
万
２
０
０
０
円
に
、
支
出
で
山
岡
水
源
地

施
設
更
新
に
伴
う
老
朽
資
産
の
除
却
費
増
額
な
ど
２
５
５
９
万
８
千

円
を
増
額
し
２
億
４
４
９
２
万
４
０
０
０
円
。

ま
た
資
本
的
収
支
に
お
い
て
、
加
入
者
分
担
金
の
増
額
や
工
事

請
負
費
の
増
額
な
ど
、
収
入
で
２
９
１
万
円
を
増
額
し
３
億
２
３

３
９
万
３
０
０
０
円
に
、
支
出
で
１
５
５
６
万
２
０
０
０
円
を
増

額
し
６
億
７
６
７
５
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

平成15年

第9回玉城町議会定例会

平
成
15
年
　
第
９
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

●
平
成
14
年
度
　
一
般
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定

●
平
成
15
年
度
　
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

19
議
案
原
案
可
決

平
成
15
年
第
９
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
12
月
12
日
、
開
会
さ
れ
、
平
成
14
年
度
一
般
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、

平
成
15
年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、
20
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

T a m a k i  T o p i c s
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▼
平
成
15
年
度
玉
城
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

医
療
給
付
費
の
減
額
を
行
っ
た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

に
７
９
１
６
万
４
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
10
億
９
１
５
９
万

７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
15
年
度
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

ア
ス
ピ
ア
玉
城
ふ
れ
あ
い
の
館
の
修
繕
料
１
３
５
万
円
の
増
額
、

増
改
築
工
事
に
伴
う
追
加
工
事
費
お
よ
び
補
修
工
事
費
４
２
２
万

３
０
０
０
円
の
増
額
、
委
託
料
２
６
９
万
４
０
０
０
円
の
減
額
で
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
３
０
０
０
万
円
を
増
額
し
、
総
額
１
億
２

０
７
６
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
15
年
度
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
収
支
の
収
入
で
５
５
３
万
７
０
０
０
円
を
減
額
し
１
億

５
９
７
万
円
に
、
支
出
で
５
５
３
万
円
７
０
０
０
円
を
減
額
し
１

億
４
５
４
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
に
３
０

９
万
７
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
３
億
９
０
８
１
万
３
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
15
年
度
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
岩
出
、
中
角
地
区
汚
水
処
理
場
施
設
の
設

計
委
託
料
お
よ
び
工
事
請
負
費
な
ど
の
増
額
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
に
５
２
１
万
６
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
２
億
８
９
７
５

万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

町
営
土
地
改
良
事
業
　
中
角
地
区
に
お
い
て
区
画
整
理
を
行
っ

た
こ
と
に
と
も
な
い
、
字
の
区
域
を
整
理
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
関
係
権
利
者
な
ら
び
に
農
業
委
員
会
の
同
意
を
得
て
区
域
の

変
更
を
し
た
も
の
で
す
。

▼
玉
城
町
営
土
地
改
良
事
業
の
計
画
変
更
に
つ
い
て

町
営
土
地
改
良
事
業
は
、
中
角
地
区
に
お
い
て
当
初
計
画
事
業

費
７
７
７
０
万
円
で
農
業
用
水
路
の
整
備
、
区
画
整
理
な
ど
土
地

改
良
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
事
業
費
精
査
の
結
果
、
３
４
０

万
円
を
増
額
し
全
体
事
業
費
を
８
１
１
０
万
円
に
変
更
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
議
会
の
議
決
を
得
た
も
の
で
す
。

▼
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
の
設
立
に
つ
い
て

三
重
県
と
市
町
村
と
が
協
働
で
進
め
て
い
ま
す
広
域
滞
納
整
理
機

構
設
立
の
取
組
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
の
規
定
に
基
づ
き
県

内
全
市
町
村
の
機
構
へ
の
加
入
の
協
議
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
16
年
４
月
１
日
の
一
部
事
務
組
合
の
設
立
に
向
け
て
、
議
会
の

議
決
を
得
た
も
の
で
す
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
農
業
集
落
排
水
事
業
岩

出
・
中
角
地
区
汚
水
処
理
施
設
下
部
工
事
）

農
業
集
落
排
水
事
業
岩
出
・
中
角
地
区
汚
水
処
理
施
設
下
部
工

事
に
つ
い
て
、
既
契
約
金
額
に
対
し
て
、
８
４
４
万
６
２
０
０
円

を
追
加
し
、
７
４
５
９
万
６
２
０
０
円
に
変
更
請
負
契
約
を
す
る

必
要
が
あ
り
、
議
会
の
議
決
を
得
た
も
の
で
す
。

諮
　
問

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
谷
野
育
子
氏（
岩
出
）
が
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
推
せ
ん
し
、
議
会
の
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。

追
加
議
案

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
農
業
集
落
排
水
整
備
促
進

事
業
岩
出
・
中
角
地
区
汚
水
処
理
施
設
機
械
・
電
気
設
備
工
事
）

農
業
集
落
排
水
整
備
促
進
事
業
　
岩
出
・
中
角
地
区
汚
水
処
理

施
設
機
械
・
電
気
設
備
工
事
に
つ
い
て
12
月
18
日
指
名
競
争
入
札

を
執
行
し
た
結
果
、
共
和
化
工
株
式
会
社
　
名
古
屋
支
店
と
請
負

代
金
９
６
０
７
万
５
０
０
０
円
で
請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
あ
た

り
、
議
会
の
議
決
を
得
た
も
の
で
す
。

●ハーブピアのみなさんから3万円を町福祉事業に
●ＪＡ伊勢　玉城城田女性部のみなさんから さくら児童館へ絵本・カル
タ24冊
●松下電工（株）労働組合様から5,000円を町社会福祉協議会へ
●喫茶白ゆり様から１万5,000円を町社会福祉協議会へ
●ＵＩゼンセン同盟　ミマス労働組合様から２万円を町社会福祉協議会へ
●（株）玉城（グッディ）様から50万円を町の事業にと

それぞれお寄せいただきました。 （株）玉城（グッディ）様
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平
成
14
年
度
　
決
算

平
成
14
年
度
（
平
成
14
年
４
月
１
日
〜
15
年
３
月
31
日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
、

昨
年
の
町
議
会
12
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額
は
、
一
般
・
特
別
会
計
あ
わ
せ
、
歳
入
が
67
億
６
９
１
７
万
７
９
４
円
、

歳
出
が
65
億
３
７
４
７
万
８
０
６
３
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

T a m a k i  T o p i c s

平成14年度　決算

●
さ
く
ら
児
童
館
新
築
工
事
、
外
城
田
保
育
所
増
改
築
工
事
を

実
施

●
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
防
災
行
政
無
線
の
更
新
工
事
開
始

平
成
14
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
、
国
の
「
経
済
財
政

運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
踏
ま
え
、
国
と
地
方

の
関
係
の
抜
本
的
見
直
し
、
ま
た
改
革
を
加
速
す
る
と
い
う
方
針

と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
、
歳
出
改
革
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と

と
し
、
一
般
会
計
歳
出
全
体
に
つ
い
て
、
徹
底
し
た
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
少
子
高
齢
社
会
に
向
け
た
地
域
福
祉
施
策
の
充

実
な
ど
財
政
需
要
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会

情
勢
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
行
政
運
営
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
行

政
改
革
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
行
財
政
基
盤
の
強
化

な
ど
の
観
点
か
ら
、
課
名
を
廃
止
し
た
「
チ
ー
ム
体
制
」
を
は
じ

め
、
利
便
性
向
上
の
た
め
引
き
続
き
７
時
ま
で
業
務
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
部
会
、
任
意
協
議
会
を

設
置
し
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
平
成
14
年
度
は
、
骨
格
予
算
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す

が
、
田
丸
小
学
校
校
庭
内
へ
の
さ
く
ら
児
童
館
新
築
工
事
、
外
城

田
保
育
所
増
改
築
工
事
な
ど
子
育
て
支
援
事
業
、
児
童
福
祉
事
業

に
も
傾
注
し
当
初
よ
り
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
計
画
的
な
高
度
情
報
化
を
進
め
る
な
か
で
、
地
域
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
の
２
期
工
事
と
し
て
さ
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ら
び
に
学
校
教
育
等
で
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、

ま
た
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
の
実
施
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
面
に
お
い
て
は
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
防
災
行
政

無
線
の
更
新
工
事
を
２
カ
年
計
画
の
初
年
度
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。そ

の
他
、
教
育
関
係
で
は
、
外
城
田
小
学
校
運
動
場
の
全
面
改

修
、
田
丸
城
址
遊
歩
道
整
備
、
ま
た
建
設
関
係
で
は
町
道
中
楽
朝

久
田
線
、
田
丸
世
古
線
な
ど
の
道
路
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
下
水

道
事
業
に
お
い
て
玉
城
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
見
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
45
億
５
５

９
０
万
４
３
４
３
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
43
億
８
８
２
２
万
２
８

６
３
円
と
な
り
、
差
し
引
き
、
１
億
６
７
６
８
万
１
４
８
０
円
を

繰
り
越
す
決
算
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
地
方
財
政
法
の
規
定
に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
へ
７
０

０
０
万
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

（
平
成
14
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
提
案
理
由
か
ら
抜
粋
）

H14

25

30

35

40

45

50

55

60
億円 

5,550,332 
5,342,182

4,804,131 
4,606,628

5,176,572 
4,960,480

4,555,904 
4,388,222

H10

4,812,669 
4,551,214

H11 H12

H13

歳入 
歳出 

単位：年度・千円（千円未満四捨五入） 

【 過去５年間の一般会計決算の推移 】
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会計区分 歳　　入 歳　　出 差　引　額
●一般会計 4,555,904,343 4,388,222,863 167,681,480  
●特別会計
国民健康保険 918,935,177 859,394,449 59,540,728  
住宅新築資金等貸付事業 7,873,976 36,205,935 △28,331,959  
老人保健 1,110,258,620 1,081,759,974 28,498,646  
山村振興事業 69,547,937 69,039,430 508,507  
農業集落排水事業 106,650,741 102,855,412 3,795,329 

計 6,769,170,794 6,537,478,063 231,692,731 

【 平成14年度 会計別決算 】

町民税の内訳 
個人　 512,981千円 
法人　 168,953千円 

民生費 
1,245,693千円　  28.4%

労働費　　 27,179千円 
災害復旧費  11,089千円 
予備費                  　0円 
 

総務費 
 553,766千円  12.6%

歳出決算 歳出決算 （款別） 

歳出決算 歳出決算 （性質別） 

（款別） 

消防費  
261,579千円  6.0%

議会費 
82,804千円  1.9%

商工費 
47,004千円  1.1%

その他　38,268千円　0.9%

諸支出金  
221,988千円  5.1%

公債費 
528,540千円  12.0%

土木費  
472,933千円  10.8%

衛生費  
338,906千円  7.7%

教育費  
414,729千円  9.5%

農林水産費  
182,012千円  4.1%

使用料及手数料 30,786千円 
財産収入 29,906千円 
利子割交付金 22,474千円 
ゴルフ場利用税交付金 12,011千円 
交通安全対策特別交付金 2,298千円 
寄附金 1,302千円 
国有提供施設等交付金 586千円 

町税 
1,615,813千円 
35.5%

そ
の
他
の
内
訳 

歳入決算 歳入決算 

その他 
99,363千円 
2.3%

自動車取得税交付金  
60,751千円  1.3%

繰入金  
43,948千円  1.0%

国庫支出金  
235,264千円  5.2%

繰越金 
141,092千円  3.1%

地方譲与税 
88,058千円  1.9%

分担金及負担金 
118,552千円  2.6%

地方消費税交付金 
115,106千円  2.5%

地方特例交付金 
80,814千円  1.8%

諸収入 
157,885千円  3.5%

県支出金 
247,539千円　5.4% 町債 

516,307千円　11.3%

歳入合計　4,555,904千円 

歳出合計　4,388,222千円 

地方交付税 
1,035,412千円　22.7%

町税の内訳 町民税  
681,934千円  42.2%

たばこ税 
　89,115千円  5.5%

軽自動車税　 
27,711千円  1.7%

特別土地保有税 
1,653千円  0.1%

入湯税 
14,039千円  0.9%

固定資産税 
　801,361千円  49.6%

扶助費　160,536千円　3.6%

公債費 
537,728千円  
12.1%

補助費等 
700,844千円  
15.8%

14年度決算額　4,447,562千円 

繰出金 
224,840千円  
5.0%

物件費・維持補修費 
740,752千円  
16.7%

その他　42,264千円　0.9%

●投資的経費 
　道路等基盤整備や学校などの公共施設の整 
　備に要する経費 
●人件費 
 　議員等報酬、給料、職員手当など 
●扶助費 
 　各種法令に基づき支給される社会保障経費 

 

投資的経費  
992,466千円 22.3%

人件費 
 1,048,132千円 23.6% 

（単位：円）
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平
成
14
年
度
に
行
っ
た
事
業
　
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た

平
成
14
年
度
の
決
算
が
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
防
災
行
政
無
線
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
工
事
や
子
育
て
支
援
の
た
め
の
児
童
館
建
設
、

保
育
所
の
増
築
な
ど
新
た
に
取
り
組
ん
だ
も
の
を
は
じ
め
、
児
童
福
祉
事
業
、
道
路
の
維
持
、
消
防
防
災
な
ど

ど
う
し
て
も
必
要
と
な
る
事
業
を
含
め
、
全
会
計
で
約
65
億
円
の
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
平
成
14
年
度
の
決
算
の
な
か
で
、
一
般
会
計
の
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

T a m a k i  T o p i c s

【 総務チーム】 （単位：千円）

事　　業　　名 決算額 施　　策　　の 成　　果

公用車購入事業 7,794

平成14年度クリーンエネルギー自動車等導入促進事
業により、ISO14001認証取得とあわせ、地域の生活環
境の保全のため、低燃費・低公害車を購入しました。
1500cc 2台　　2400cc 1台

ケーブルテレビ事業 19,124

「たまきチャンネル21」の独自チャンネルへ供給す
る番組制作をはじめ、ホームターミナル補助を行いまし
た。
委託制作費　5,507千円
ホームターミナル補助金　7,023千円
○ケーブルテレビ制作内容と加入状況
平成15年3月末、テレビ加入2,466件、インターネッ
ト加入は1,103件。

広域消防委託経費 164,269
消防活動、救急活動に委託料として伊勢市消防本部へ
支払った経費。

防災行政無線
整備事業 64,210

既設防災行政無線施設の老朽化に伴う更新事業として
防衛施設局補助事業により施行しました。平成14年度、
15年度を実施計画年度とする初年度分事業。
・親局設備　　　　1式　・屋外子局設備　　7式　
・個別受信機　　433台

市町村合併対策費 1,661

平成14年8月、各小学校区での「市町村合併懇談会」
を実施。あわせて9月には各種団体、下旬からは各集落
へと拡大し、10月には広報折り込みでの意向調査を実
施しました。
10月21日、5町村合併研究会を設置。平成15年4月
1日に任意合併協議会へ移行しました。（負担金：500
千円）
また、住民29人で組織する懇話会を設置し、6回の
会合を行いました。

公用車購入事業

防災行政無線整備事業 市町村合併対策費 ケーブルテレビ事業



8

城あとに夢を築くまち たまき 2004-2

【 生活福祉チーム】
事　　業　　名 決算額 施　　策　　の 成　　果

保育所各種保育事業 397,173

○児童保育事業
保護者が労働に従事したり、あるいは病気にかかっている等のため、家庭で十分保育

をすることができない児童を、家庭の保護者にかわって保育し、児童の健全育成を図って
います。 ・入所児童数　610人（Ｈ15.3.31現在）
○延長保育推進事業
早朝（午前7時30分から）と夜間(午後8時まで）の延長保育を実施し、仕事と家庭の

両立支援を行いました。
○障害児保育事業
心身に障害のある児童のため、加配保育士を配置する等、障害児の処遇の向上と併せて保
育の充実を図りました。
○乳児保育促進等事業
0歳児保育推進のため、看護師を配置するなど、保育の充実を図りました。

児童館新築事業 88,741
少子化対策の一環として、学童保育や子育て支援事業に積極的に取り組み、安心して
生み育てられる環境づくりのため児童館を田丸小学校校庭内に建設し、児童の健全育成
を図りました。 ・鉄筋コンクリート造　2階建

外城田保育所増築事業 134,735
外城田保育所周辺地域の人口増に伴い、保育室の増築（2室）、0歳児保育実施のため
乳児室の新設、老朽化に伴い給食室の改修などを行いました。
・鉄筋コンクリート造　平屋建（一部中2階）

【 産業建設チーム】
事　　業　　名 決算額 施　　策　　の 成　　果

道路維持修繕事業 77,992

住民生活に密着した生活環境基盤整備として、通行に支障がある箇所の舗装整備およ
び道路の側溝整備などを行いました。
（概要） 舗装工事 4路線 側溝補修工事 13路線

道路補修工事 3箇所 防護柵設置工事 1路線　

道路新設改良
町単独事業 111,634

住民生活に密着した道路の拡幅を行うことにより、道路機能の改善、生活環境基盤の
整備を進めました。
（概要） 道路改良工事 3路線 橋梁工事 1橋

道路照明設置工事 2基 防護柵設置工事 1路線
道路法面工事 1箇所 埋蔵文化財発掘調査　1箇所
用地買収、支障物件補償、測量設計ほか 橋梁工事上部工事　　　1橋　　　　

【 教育チーム】
事　　業　　名 決算額 施　　策　　の 成　　果

外城田小学校運動場
改修事業 10,759

外城田小学校運動場の全面改修により、教育環境の改善をしました。
面積　5,684.82m2

町史編さん事業 8,172
町史下巻を平成16年度中に発刊の計画で、準備のための編さん会議、原稿執筆、史料
調査活動を実施しました。

【 税務住民チーム】
事　　業　　名 決算額 施　　策　　の 成　　果

戸籍住民基本台帳経費 17,907
戸籍事務のコンピュータ化により、これまで以上の正確性の確保と迅速な業務が図れる
ようになった。

戸籍コンピュータ化事業 6,023
全国各自治体の協調事業。行政機関への申請や届出に住民票の写しが不要になるなど
業務が簡素化されました。

保育所各種保育事業 児童館新築事業 外城田保育所増築事業
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の の の の 

台 台 台 台 所 所 所 所 MACHINO  DAIDOKORO

財
政
公
表

財
政
公
表 

財
政
公
表 

平
成
15
年
度
上
半
期
玉
城
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

T a m a k i  T o p i c s

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
収
支
状
況
を
グ
ラ
フ
や
表
で
紹

介
し
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
15
年
度
上
半
期
（
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
求
め
ら
れ

る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
国
の
財
政
不
足
に
よ
る
交
付
税
や

補
助
金
の
減
額
は
、
財
源
の
多
く
を
こ
れ
に
依
存
し
て
い
る
当
町

に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
９
月
末
現
在
の
状
況
を
、
昨
年
度
決
算
額
と
比
較

し
て
み
る
と
、
地
方
交
付
税
額
は
平
成
14
年
度
約
10
億
３
５
０
０

万
円
（
決
算
額
）
に
対
し
、
15
年
度
は
約
９
億
８
０
０
０
万
円

（
現
計
予
算
額
）
と
、
５
０
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
借
入
金
（
町
債
）
は
、
平
成
14
年
度
約
５
億
２
８
０
０

万
円
に
対
し
、
15
年
度
も
引
き
続
き
５
億
３
７
０
０
万
円
と
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
依
存
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民生費 
1,171,347千円 
25.2%

労働費　　27,487千円 
予備費        22,460千円 
災害復旧費     200千円 
 
 
 

土木費 
657,159千円 14.1% 

農林水産費 
200,728千円 4.3%

商工費　72,149千円 1.6%
その他　50,147千円　1.1%

公債費 
537,151千円 11.6%総務費 

515,903千円 11.1% 

議会費 
82,306千円 1.8%

衛生費 
320,519千円 6.9% 

諸支出金 
291,802千円 6.3%

使用料及び手数料 32,794千円 
利子割交付金 11,000千円 
繰入金 10,894千円 
ゴルフ場利用税交付金 9,000千円 
交通安全対策特別交付金 2,400千円 
財産収入 1,426千円 
国有提供施設等交付金 586千円 
寄附金 2千円 

町税 
1,852,522千円   
39.9%

その他　68,102千円　1.4%

地方特例交付金　65,097千円  1.4% 
自動車取得税交付金　55,000千円  1.2%  

諸収入 
123,862千円  2.7%

地方消費税交付金　108,000千円  2.3%

分担金及び負担金 
117,875千円  2.5% 

地方譲与税　90,000千円  1.9%
繰越金　97,681千円  2.1% 

国庫支出金　329,042千円  7.1%

県支出金　202,171千円  4.4%

町債　557,700千円  12.0%

地方交付税 
980,000千円   
21.1%

支出済額　　1,867,243,302円 
 
現計予算額　4,647,052,000円　 

収入済額　　2,253,152,635円 
 
現計予算額　4,647,052,000円　 

教育費 
403,154千円 8.7%

消防費 
344,687千円 7.4%

※内訳は左頁参照 

歳入

【 一般会計現計予算状況 】（平成15年９月末現在）（単位：千円）千円未満四捨五入

歳出



10

城あとに夢を築くまち たまき 2004-2

●
町
税
の
収
入
状
況

平
成
15
年
度
上
半
期
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
く
町
税
の
総
額
は
18
億
５
２
０
０
万
円
で
、
そ
の
う
ち
９
月
30

日
現
在
、
11
億
３
０
０
０
万
円
あ
ま
り
が
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
町
民
税
は
厳
し
い
経
済
情
勢
を
反
映
し
て
、
平

成
13
年
度
決
算
額
で
個
人
は
約
５
億
２
３
０
０
万
円
、
法
人
は
約

３
億
８
０
０
万
円
、
14
年
度
個
人
は
約
５
億
１
３
０
０
万
円
、
法

人
１
億
６
９
０
０
万
円
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
平
成
15
年
度
（
現
計

予
算
額
）
は
、
個
人
が
約
４
億
８
３
０
０
万
円
、
法
人
が
約
４
億

２
４
０
０
万
円
と
町
内
の
法
人
税
額
の
伸
び
は
あ
る
も
の
の
、
個

人
所
得
の
減
少
に
よ
る
影
響
が
こ
こ
に
も
現
れ
て
き
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

●
地
方
債
の
状
況

地
方
債
と
し
て
町
が
借
り
て
い
る
借
入
金
（
未
償
還
残
高
）
は
、

78
億
４
６
４
９
万
６
１
１
３
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
町
有
財
産

町
が
所
有
し
て
い
る
土
地
や
、
庁
舎
・
学
校
・
町
営
住
宅
な
ど

の
建
物
の
面
積
は

▼
土
地
　
28
万
３
１
７
８
㎡

▼
建
物
　
５
万
２
１
９
㎡

●
基
金

町
が
条
例
の
定
め
に
よ
っ
て
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立

て
て
い
る
お
金

▼
総
額
　
11
億
３
７
９
５
万
５
７
７
８
円

【 病院事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 497,308,000 222,343,174 

支　出 497,308,000 222,777,671

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 556,608,000 40,141,000 

支　出 581,621,000 44,774,349

【 水道事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 297,697,000 147,791,655  

支　出 219,326,000 54,244,124 

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 320,483,000 7,782,875

支　出 661,194,000 35,584,817 

【 介護老人保健施設事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 290,229,000 133,422,185  

支　出 290,229,000 132,634,302 

●資本的収支

【 下水道事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

予算額 執行済額

収　入 111,507,000 62,433,115  

支　出 151,507,000 32,626,449 

●資本的収支 （単位　円）

予算額 執行済額

収　入 393,910,000 10,300,000   

支　出 393,910,000 11,585,531 

予算額 執行済額

収　入 350,000 350,000 

支　出 8,792,000 3,976,736 

たばこ税 
43,597,573円 

【 町税の内訳 】 

固定資産税 
468,439,985円 

 

町民税 
585,127,328円 

 

町税収入済額 
1,130,607,836円 

軽自動車税 
27,811,200円 

入湯税 
5,631,750円 

10
億円 

9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

老
人
保
健
特
別
会
計 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計 

住
宅
新
築
資
金
等 

　
　
貸
付
事
業
特
別
会
計 

現計予算額 

支出済額 

収入済額 

1,170,761

443,918

436,685

971,199

419,601

415,625

117,766

44,193
29,282

27,158

37,989

284,540

32,906

31,060

3,016

1,170,761

443,918

436,685

971,199

419,601

415,625

117,766

44,193
29,282

27,158

37,989

284,540

32,906

31,060

3,016

【 特別会計収支状況 】
（単位：千円）千円未満四捨五入



11

城あとに夢を築くまち たまき 2004-2

T a m a k i  N e w  I n f o r m a t i o n

▼町県民税・所得税の確定申告期間

2月16日（月）～3月15日（月）まで

（ただし、土・日曜日は行いません。）

▼受付時間

午前の部　午前9時～午前11時30分

午後の部　午後1時～午後4時

▼申告場所 玉城町役場２階住民ホール

▼確定申告をしなければならない人

①事業所得（営業所得・農業所得等）がある人

②不動産所得（土地建物等の貸付による所得）があ

る人

③山林所得（山林の伐採や譲渡による所得）がある人

④譲渡所得（土地・建物等、資産の譲渡による所得）

がある人

＊譲渡所得（個人所有の土地や建物を売った場合）

の方は、伊勢税務署で申告をしていただきますよう

お願いします。

▼給与所得者（サラリーマン）で確定申告をしなけ

ればならない人

①平成15年中に支払いを受けた給与等の収入金額の

合計額が2,000万円を超える人

②給与所得や退職所得以外の各種所得金額の合計額

が20万円を超える人

③給与等を２カ所以上から受けている人

▼確定申告をすれば所得税の還付を受けられる人

①平成15年中に支払った医療費が10万円を超える

人（所得が200万円以下の方はその５％）

･･･････････医療費控除

②家屋を新築、購入または増改築して、平成15年

12月31日までに入居し、引続き居住している場

合で、その新築または増改築等のために一定の借

入金等を有する人････････住宅借入金等特別控除

③災害、盗難または横領により住宅や家財などに損

害を受けたとき･･････････････････････雑損控除

④給与所得者で平成15年中の途中に退職し、その後

再就職していない方で年末調整を受けられていな

い人

※上記以外にも確定申告をしなければならない場合

や所得税が還付される場合があります。

▼お持ちいただく物

源泉徴収票（原本）、筆記用具、印鑑（朱肉を使

用するもの）、本人名義の口座番号。

上記以外に申告の種類によって以下の物をお持ち

ください。

①医療費控除：支払った医療費の領収証

（病院別・個人別に金額をまとめて計算をしてお

いてください。）

②住宅借入金等特別控除：借入金年末残高証明書、

登記簿謄本（控除対象の家屋（土地））、控除対象

の家屋（土地）の価格がわかるもの（請負契約書、

売買契約書等の写し）、住民票（登記簿謄本、住

民票とも平成16年証明のもの）

③生命・損害保険料控除：支払った保険料の証明書

④事業所得（営業所得・農業所得等）、不動産所得

若しくは山林所得の方は申告書添付の収支内訳書

を必ず作成し、ご持参ください。また、総収入金

額および必要経費等の内容を記載した関係帳簿等

もあわせてご持参ください。

▼お願い

①青色申告をされている方の役場での面接（受付）

は行いませんので、（ただし、計算記入してある申

告書の受付は可）直接税務署へお持ちになるか郵

送していただきますようお願いします。

②申告期限締切り間際になりますと、会場は大変混

雑いたしますので、お早めに申告していただきま

すようお願いします。

③確定申告書は、「所得税の確定申告の手引き」ま

たは「申告書の書きかた」などを参考にし、自分

でご記入ください。

その他、所得や税額の計算方法、申告書の記入な

どご不明な点がありましたら、伊勢税務署　1（28）

3191、または税務住民チームへお問い合わせくださ

い。

町税務住民チーム1（58）8201 

●町県民税・所得税の確定申告のお知らせ
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2
［町内版a］

ごみ減量化対策の一環として、生ごみ処理機の購入

に町から補助金を助成します。

▼対象者 町内のご家庭および事業所

▼対象機種

生ごみ処理後に堆肥として再利用できるもので、

乾燥装置または微生物分解により処理するもの

▼補助金額

購入費の２分の1で１基まで

（100円未満切捨て。上限20,000円）

▼申請方法

処理機の領収書(購入年月日・購入金額・機種が

明示されたもの。コピー不可)

振込み先のわかるもの、印鑑を持参のうえ生活福祉

チームへ申請してください。問い合わせ先も同じ。

生ごみ処理機購入に町補助金を
活用してください

町生活福祉チーム 1（58）8203玉城町商工会では町の補助を受け、商業部会を中心

として本年１月15日から買い物用の「オリジナルマイ

バッグ」の販売を始めました。

この事業は、買い物用の「マイバッグ」利用の促進

やレジ袋の再利用により、ごみの減量と環境保護を図

ることなどを目的としています。

▼実施（販売）開始時期

1月15日（木）～

▼お求め

380円（税込み）にて町内

取扱い店で販売中です

また、エコポイントも同時

発行中

詳しくは、玉城町商工会へ

お問い合わせください。

「オリジナルマイバッグ」を販売
玉城町商工会　1（58）3211

在宅で高齢者や障害者の介護をされている介護者の

みなさんの心身のリフレッシュ、介護者の仲間づくり、

情報交換を目的に町保健福祉会館で「介護者のつどい」

を開催します。

介護や福祉サービスの悩みごと、お困りごとなどの

相談にも応じますので介護者だけでなく介護や看護に

関心のある人は、お気軽にお越しください。

▼日　時 2月11日（水）（毎月第2水曜日）

午後1時～3時

▼場　所 町保健福祉会館

▼参加費・申し込み 不要

詳しくは、町社会福祉協議会、または在宅介護支

援センター 1（58）8181までお問い合わせくださ

い。

介護者のつどい
町社会福祉協議会　1（58）6915

歌やふれあい遊びをとおして、命の大事さを教えて

くれるコンサートです。お気軽にお越しください。

▼日　時 2月29日（日）

開場　午後1時　開演　午後1時30分

▼場　所 町保健福祉会館　ふれあいホール

▼出演者 ゆずりん こと 中山　讓さん

▼参加費 大人（高校生以上） 500円　　　　

小人（4歳以上） 300円

※3歳以下でも座席が必要な場合は有料

この他、託児も無料でご利用いただけます。（6カ月

～未就園のお子さん）ただし、事前申し込みが必要で

す。

チケットは、町総務チーム、町保健福祉会館で発売

しています。

男女共同参画事業
笑顔いっぱいコンサート 開催

町保健福祉会館　1（58）8000
町総務チーム 1（58）8200
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▼日　時 2月27日（金）

▼受付時間 午前8時30分～10時

▼場　所 町保健福祉会館

▼定　員 50人

▼料　金 900円

ご希望の方は保健福祉会館へお申込みください。

胃がん検診
保健福祉会館　1（58）8000

▼日　時 2月5日（木） 午前9時30分～正午

▼場　所 町保健福祉会館

▼内　容 講話・調理実習

▼定　員 20人

▼料　金 300円（材料費）

▼持ち物 エプロン・三角巾・お米１／２カップ

ご希望の方は保健福祉会館までお申し込みください。

生活習慣病予防教室～肥満を防ごう～
保健福祉会館　1（58）8000

▼日　時 2月15日（日） 午後1時～4時

▼場　所 町保健福祉会館

▼内　容

お口の中の話・沐浴実習・妊婦体験（パパ用）・

母子保健サービスについて など

対象者には個人通知いたします。ご希望の人は、町

保健福祉会館までお申し込みください。

マタニティ教室
保健福祉会館　1（58）8000

「玉城おはなしキャラバン」2月の予定

【2月 4日】田丸地区　西世古公民館
【2月 18日】下外城田地区　宮古公民館
【2月 25日】有田地区　妙法寺公民館
時間はいずれも午後4時～4時30分

詳しくは、ボランティア代表の飯田啓子さん
1（58）4600へお尋ねください。

はな♪はな♪おはなし会
絵本や紙芝居の読み語り、手遊びなどをしています。
読み手は現役ママたち！　絵本のこと、育児のこと、い
ろいろお話ししませんか！？
＜2月のおはなし会＞
日時：2月17日（火） 毎月第３火曜日

乳幼児対象：午前10時30分～
場所：町保健福祉会館　研修室
日時：2月27日（金）

乳幼児対象：午前10時30分～
場所：町さくら児童館
詳しくは、玉城町ボランティアセンター1（58）6915
へお問い合わせください。

E VENT
GUID E

町保健福祉会館保健師　 1（58）8000

学童の予防接種を受けていますか？
日本脳炎、二種混合２期がはじまっています。
学童の予防接種は、乳幼児期につけた抗体が少しずつ減っていくため追加の接種が必要となります。12
年度より対象学年による接種から年齢による接種となりました。町では、保護者宛にそれぞれ対象学年の
児童生徒には予診票を郵送しましたが、対象年齢の児童生徒で接種を希望される人は保健福祉会館で予診
票をお渡しします。（母子健康手帳をご持参ください）

予防接種名 対象学年 対象年齢（接種日において）
日本脳炎2期 小学校４年生 満9歳～13歳未満
日本脳炎3期 中学校3年生 満14歳～16歳未満
二種混合（ジフテ
リア・破傷風）2期 小学校6年生 満11歳～13歳未満

＊二種混合２期・日本脳炎2期3期は基礎免疫
ができている生徒を対象とします。

＊予防接種に関する詳しいことは、町保健福祉
会館保健師へお問い合わせください。

専門医・保健師によるこころの健康相談を開催して

います。秘密は厳守いたしますので安心してご相談く

ださい。

なお、相談は予約制となっていますので、あらかじ

め県保健福祉部生活支援グループまでお電話ください。

▼日　時 2月26日（木）

午後１時～３時（毎月第４木曜日）

▼場　所 県志摩庁舎　衛生教室　

こころの健康相談
県保健福祉部生活支援グループ 1（27）5139
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－獅子舞神事－

＜田丸神社の獅子舞＞　その3

獅子舞は七起し（七種の舞）が２時間もかか

る舞で、30kg近いお頭を捧げて舞うので20日

近くも練習が行われ、合祀（ごうし）後も佐田

村青年が神舞会をつくって奉仕した。

昭和54年（1979）には神舞会の人々は高齢

となり、以来社前で二起しの舞が奉納され、田

丸の町の巡行は続けられるが228年続いた大手

町辻の舞は見られなくなった。

この獅子頭は、浦町の浦田氏邸の楠の大木で

作られ、浦田氏は同じ木で餅臼を作った。巡行

が終わると獅子は浦田氏邸に立ち寄り、楠の臼

でついた餅を供えて兄弟対面の儀式が行われて

きた。今は臼はなくなり、餅のし板の上に安置

して休憩する。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
の
歴
史
歴
史 

ふ
る
さ
と
の
歴
史 

交通安全街頭指導、施設点検などを行っていただけ

る交通安全協会女性役員を募集しています。

▼対　象

町内にお住まいの女性で、伊勢交通安全協会員

▼活動期間 本年4月1日～　2年間

詳しいことは、町生活福祉チームへお問い合わせく

ださい。

▼募集期限 2月27日（金）まで

164

平成16年度交通安全協会
女性役員の募集

町生活福祉チーム 1（58）8203

人権問題に対する正しい理解と認識を深め、21世紀

を人権の世紀とするために、意識のバリアフリーをめ

ざして、南勢志摩広域人権まちづくり事業推進協議会

の主催による人権講演会を開催します。（入場無料：

手話通訳あり）

▼内容　講演会

講　師：鈴木　ひとみ さん

（エッセイスト・バリアフリーコンサルタント）

テーマ：人間の価値と生き方について

▼日　時 2月28日（土）午後1時30分～3時10分

（開場　午後１時）

▼会　場 町中央公民館　多目的ホール

詳しくは町税務住民チーム、または南勢志摩県民局

生活環境部　1（27）5118へお尋ねください。

人権講演会の開催について
町税務住民チーム 1（58）8201

町立保育所 園庭開放のご案内

日　時●2月18日　第3水曜日　午前中

場　所●各町立保育所

お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。
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町の介護相談員が介護保険の利用の仕方や、すでに

利用しているサービスについてお応えします。お気軽

にお尋ねください。

▼日　時 2月20日（金） 午後1時30分～4時

▼場　所 町保健福祉会館　

▼担当相談員 大喜多逸子　谷口恵津子（予定）

その他、詳しくは町生活福祉チームへお問い合わせ

ください。

毎月20日は介護保険の相談日です
町生活福祉チーム 1（58）8203

ご使用いただいています有線放送設備は、設置後20

年以上経過し老朽化とともに、災害へのさらなる万全

を期すため、これまでの有線放送施設と無線放送施設

の併用を廃止し、デジタル方式の無線放送施設（個別

方式）とするため、平成14～15年度にかけて更新事業

を進めています。（写真　参照）

すでに、設置申請をされた世帯には、1世帯（住民

登録された世帯）あたり１台として受信機を無料で設

置（一部設置済み）していますが、まだ申請をされて

いない世帯で必要とされる場合は、役場総務チーム備

え付けの申請書へ必要事項をご記入の上お申込みくだ

さい。

なお、この受信機は貸与品となっておりますので、

大切にご使用ください。設置された世帯で転出、転居

される場合など住民登録に異動が生じた場合は町総務

チームまでお知らせください。

防災無線
デジタル方式の個別受信機　お申込みお早めに

町総務チーム 1（58）8200

▼日　時 2月9日（月）

午前10時30分～11時30分

▼場　所 さくら児童館

▼対　象 就学前のお子さんとその保護者

▼内　容 「大きなお弁当をみんなで作ろう！」

※事前の申込は必要ありません。

お問い合わせは、さくら児童館へ

■2台目の設置は有料になります

個別受信機の設置は、1世帯あたり1台として設置申

請を受け設置しています。1世帯で２台目以上を設置

ご希望の場合は、有料で設置していただけます。

費用は、次のとおりです。

個別受信機のみの場合 ――――――――― 30,870円

個別受信機とアンテナ工事が必要な場合 ― 52,500円

（設置費用は消費税込みです。）

希望される場合は、町総務チーム備え付けの申請書

へ必要事項をご記入の上、2月25日（水）までにお申

込みください。なお、この金額は、平成15年度設置に

係るもので、16年度以後については、未定です。

■個別受信機の機能

・緊急時の放送が1分間自動的に録音されます。

・緊急時の放送は、ボリュウムの位置に関係なく、

最大音量で放送されます。

・放送が自動放送された場合は、ランプでお知らせし

ます。

・電池（停電時自動切替用）が無くなるとランプでお

知らせします

その他、詳しくは町総務チームへお問い合わせくだ

さい。

さくらっこくらぶ
さくら児童館　1（58）8527

2月25日まで

更新事業で変わるデジタル方式の個別受信機
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発 発 沖　　縄 

From 

Ok i n awa  

Tamagu s u k u  

V i l l a ge

字船越、
印部（シルビ）石を寄贈
12月10日、字船越より村教育委員会へ印部石の寄贈

が行われました。

印部石とは、首里王府が1737～50年ごろに土地を測

量するために県内各地に設置されたものですが、1900年

ごろの土地整理でそのほとんどが消失してしまいました。

それが今年五月に字船越で見つかり、大切に保存されて

いましたが、評議員会の判断により村へ寄贈されること

となりました。

今回寄贈された印部石は素焼きで、高さ30cm、幅

16cm、厚さ３cm、表面に地名を表す「川田原」と順序

を示す「キ」の文字が入ったもので、村教育委員会によ

りレプリカが製作され、発見場所へ設置されます。

沖縄県玉城村役場　1098（948）7111

三重県地域労使就職支援機構では、労使による就職

支援の事業を実施することになり、次のように「労使

就職支援ＩＮいせ」を開催します。

▼開催日 2月20日（金）

▼場　所 伊勢商工会議所

▼内　容

【事業主セミナー】午前10時～正午

講演 「元気な企業で地域を変える」

－地域から世界へ－

講師 （株）ユーエルエーペックス

代表取締役社長　上島　憲　氏

【就職面接会】午後１時～４時

【就職相談会】午後１時～４時

その他、詳しいことは三重県地域労使就職支援機構、

または伊勢商工会議所　1（25）5151へお問い合わせ

ください。

労使就職支援ＩＮいせ
就職面接会なども開催

三重県地域労使就職支援機構　1059（213）4443

（社）日本損害保険協会では、交通事故に関する相談

を無料でお受けします。

●電話相談

月曜日～金曜日（祝祭日は除く）

午前９時～正午・午後１時～５時

●弁護士相談（予約制）

毎週木曜日　午後１時～４時

▼場　所 四日市市諏訪町　住友生命四日市ビル３階

その他、詳しくは四日市自動車保険請求相談センタ

ーへお問い合わせください。

交通事故無料相談
四日市自動車保険請求相談センター

1059（213）4443
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■玉城町役場 158 - 8200
558 - 4494

●総務チーム 158 - 8200
●税務住民チーム 158 - 8201
●生活福祉チーム 158 - 8203
●上下水道チーム 158 - 8207
●産業建設チーム 158 - 8205
●出納室 158 - 8210
●議会事務局 158 - 8211
●教育委員会（村山龍平記念館） 158 - 8212
●青少年電話相談 158 - 4108
■病院老健チーム
玉城病院 158 - 3039
介護老人保健施設ケアハイツ玉城
・介護老人保健施設 158 - 3770
・訪問看護ステーション 158 - 8117
・訪問介護 158 - 8117
・在宅介護支援センター 158 - 8822
・居宅介護支援事業所 158 - 8822
■保健福祉会館 158 - 8000
■社会福祉協議会
社会福祉協議会 158 - 6915
在宅介護支援センター 158 - 8181
居宅介護支援事業所 158 - 6915

■夢工房たまき 158 - 7696
■中央公民館 158 - 6331
■アスピア玉城　　
玉城ふれあいの館 158 - 8800
ふるさと味工房 158 - 8686

■さくら児童館 158 - 8527

休日・夜間当直室
58-8213

広報たまきは再生紙を利用しています

5カ町村の消防団員242人が勢揃いして
出初式が行われました。色鮮やかな水を
一斉放水し見物の親子連れらが拍手を送
っていました。

◆人の動き（平成16年1月１日現在）
●人口 14,952人（＋21人）
●男 7,283人（＋15人）
●女 7,669人 （＋6人）
●世帯数　4,537世帯（＋12世帯）
（ ）は12月１日以降の増減

今 月 の 表 紙

3月4日（木）
受付時間　午後１時15分～１時30分
場所　町保健福祉会館
内容　歯科衛生士による講話・ブラッシング指導

歯科健診およびフッ素塗布体験（希望者）
対象　平成13年11月～14年1月生まれのお子さん
＊該当児には個人通知いたします。ご希望の方は保健福祉会館
へお申し込みください。

2月2日（月）・16日（月）・23日（月）・3月8日（月）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の人（若い方も歓迎します）
内容　指体操、簡単なストレッチ体操など

歯っぴい教室

いきいきクラブ

乳幼児相談

行政・心配ごと相談

たまきっこくらぶ

2月26日（木）
時間　午前10時～午後3時
場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～保育所入所までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください

3歳児健康診査

2月18日（水）
受付時間　午後１時～１時20分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成12年8月1日～9月30日生まれのお子さんと前回受診さ
れなかったお子さん
＊該当児には、個人通知いたします

町税など納期のお知らせ

3月2日（火）
時間　午前10時～11時30分
場所　さくら児童館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　成長記録つくり・新聞紙あそび
＊参加を希望される方は保健福祉会館までお申し込みください

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。納期
は次のとおりです。

●国民健康保険料（第11期）…3月1日（月）
お問い合わせは、町生活福祉チームへ

2月16日（月）・3月1日（月）・15日（月）
時間　午前10時～午後3時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員および民生委員
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

毎週　月・木曜日
時間　午前10時～午後３時

158 - 4108 お問い合わせは、町教育委員会へ

青少年電話相談
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